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このたび、上尾市消防団の活動をより理解 していただ<ことを目的に、消防団の新聞「ファイ

ヤー通信」を発行する運びとなりました。この通信は、活動内容の紹介や、その時々の話題に

解説を加えた情報誌として、年度 2回の発行をいた します。今回第 1回となりますが、団員の

皆様には、通信に対 しますご希望やご意見を頂き、よりよい紙面を作つて行きたいと考えており

ますので、ご支援のほどよろし<お願い申し上げます。 消防団事務局 (消防本部総務課)

消 防 団 畿 あ い さ っ

上尾市消防団は、現在 8個分団、団員定数 163名 を擁し、各分団に消防ポンプ車を配置、常備消防

と協力し、市民の生命、身体及び財産を水火災等の災害から守る任務を遂行しています。

消防団員は、自営業、農業、会社勤務などの生業を持つ中 「自分たちのまち

は自分たちで守るJと いう郷土愛護の使命感に燃え、日頃は地域の防火・防災

リーダーとして、火災予防広報、年末火災特別警戒、各種防災訓練などで市民

との連携を強めています。これからも消防団員一丸となって 「郷土愛護の精神」

のもと市民の皆様の安′ら安全のために、邁進する所存でありますので、今後と

もご支援ご協力を心からお願い申し上げます。

上尾市消防団長 裕 ネ  博

支 部 団 員 硼 修 の 軽 審

7月 26日 (日 )上尾市消防本部において、平成 21年度埼玉県消防協会上尾支部 (上尾市・桶川市・

_`夕奈消防団)団員研修を開催 しました。

メンタル トレーナーとして、数多くのプロスポーッ選手を育てあげた、岡本正善先生を講師として招

き、「ス トレスに負けない II」 と題 して研修を行いました。参加団員は、リズム呼吸法やイメージ ト

レーニング法などを学び、ス トレスに負けない心を養いました。

研修の様子 岡本正善先生
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毎年、上尾市では、大規模災害発生時に市民と行政が相互に連携し有効な防災活動が行えるよう
に「上尾市総合防災訓練」を実施しています。

今年は、8月 23日 (日 )上平北小学校で、大規模地震が発生した想定で訓練が展開され、消防団は
「消 火 器 を 使 っ た 初 期 消 火 訓 練 を 市 民 に 指 導 」「 中 高 層 建 物 火 災 の
後 方 支 援 活 動 」そして防災訓練を締めくくる「― 斉 放 水 」では、参加市民から大きな拍手
が巻き起こりました。

過密な訓練スケジュールでしたが、ほど良い緊張感の中、どれも完璧に実施できましたことは、今後
の活動の原動力になるに違いありません。

初期消火訓練の市民指導

中高層建物火災後方支援活動

傷病者搬送支援活動 ―斉放水



上 尾・停 奈 含 同 消 防 特 露u点榛 の 報 告

10月 25日 (日 )、 上平公園で「平成21年度上尾口伊奈合同消防特別点検」が実施されました。

会場には上尾市と伊奈町の消防職・団員が一同に集まり、点検者である島村市長や補助点検者の

野川伊奈町長らが、人員服装規律や機械器具の点検を実施しました。点検終了後は消防ポンプ車操

法や消防署の訓練展示など、日ごろの厳しい訓練の成果も披露されました。

V消
防 圃 動 続 盆③年 で 3家 族 が 受 章

10月 26日 (月 )、 埼玉会館で第61回 埼玉県消防協会定例表彰式が行われ、市内では3家族が永年

勤続20年消防団員家族顕彰を受章しました。永年にわたる功績を称え、心よりお祝い申し上げます。

★受章者
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人員服装規律の点検 車両口機械器具の点検

消防署の訓練展示 表彰の様子
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所属 第8分団

名前 櫻井 学 年齢 22歳

職表 事務職員 家族 父、母、妹2人

趣味 バンド  特技 空手

好きな食べ物 ヘギソバ

嫌llな食べ物 特になし

消防団員になった動機

消防団OBである知人の紹介もあり、

また、消防に興味があり憧れていたので

入団を決意しました。

自己PR
消防団の先輩方をはじめとする皆様と

交流しつつ、自分でも少しは地域に貢献

できたらいいなと思います。
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